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社団法人 岩手県産業廃棄物協会 

 

 

 

 

 

 

「産業廃棄物処理業におけるリスクアセスメント推

進」をテーマに 2月19日に盛岡市で研修会を開催し、

約 40 名の方に出席していただきました。 

今回は、中央労働災害防止協会の東北安全サービス

センターさんからご支援をいただいて、リスクアセス

メントの考え方・手順・方法を学習し、廃棄物処理現

場を想定した実習も行いました。受講された皆様から

は同センターの田中所長さんの解説が大変分かりやす

かったとの声が多く、有意義な研修会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フォークリフトの定期検査はお済みですか？ 

 車両系の荷役運搬機械と建設機械・高所作業車は、

労働安全衛生法により 1 年以内毎に 1 回、定期に自主

検査することが義務付けられています。（公社）建設荷

役車両安全技術協会岩手県支部 （TEL019-626 

-2616）では問合せに応じてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ Ｐ Ｄ Ｓ と は 、「 Continuing Professional 

Development System」の略称で、「継続学習制度」

の意味で使われています。専門技術者が資格を取得し

た後に、専門的能力を維持・向上させるため、継続し

て学習していることを記録し証明するシステムのこと

で、技術士、土木施工管理技士、建築設備士などの分

野に導入されています。 

 一般社団法人廃棄物処理施設技術管理協会では、廃

棄物処理施設技術管理者の方々が資質の向上に取り組

めるよう技術管理者用のシステムを制度化しました。 

この制度は、同協会が実施する研修等の学習状況を

登録・管理し、その内容の認定・証明を行うものです。 

 制度創設の狙いは技術管理者の資質の向上にあると

思いますが、受講歴があると今後産廃処理業務の入札

の際に有利になるなどの進展があるかも知れません。 

 

 

 

 2 月に胆江地域と県北地域で地域懇談会が開催し、

災害廃棄物の処理などについて意見交換しました。 

 2 月 8 日（金）県北地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒020-0023 盛岡市内丸 16-15 内丸ビル 5F 

URL:http://www.iwatesanpai.or.jp 

TEL019-625-2201 FAX019-624-1920 



 

 

2 月 13 日（水）胆江地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度も色々ありました。 

5/18 協会通常総会 移行法人の新定款案議決 

6/13 知事へ要望（最終処分場の確保に関する要望） 

6/29 基準適合産廃処理業者認定 格付け 99 社に 

8/30 地球環境にやさしい事業所の認定★★★★に 

9/28 法人移行認可申請 

10/1 県庁ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙに優良事業者のポスター掲示 

10/15㈱環境保全サービスさん環境大臣表彰受賞 

10～11 月他県産業廃棄物協会会員名来県・意見交換 

10/26 産業廃棄物と環境を考える全国大会（討論会） 

10/30 ゴルフコンペ（㈲グリーン総業佐藤博氏優勝） 

11/15 視察研修 親和環境㈱ 隅田川屋形船で交流 

1/16．17 産業廃棄物処理実務者研修会 

1/25 国際リニアコライダーの講演会・新春懇話会 

2/19 リスクアセスメント推進研修会 

 

 

 

 

土壌汚染対策法が改正され、盛土及び掘削工事の面

積合計が 3,000 ㎡以上となる工事を行うときは、着

手の 30 日前までに岩手県知事、盛岡市長への届出が

必要になっていますので頭に入れておきましょう。 

 提出先は、対象となる土地の所有地を管轄する県広

域振興局保健福祉環境部・保健福祉環境センター、盛

岡市環境部産業廃棄物対策室です。 

土地の区域外への搬出が無くかつ土地の形質の変更

部分の深さが 50cm 未満の場合は対象外です。 

 

二戸市と青森県田子町にまたがる２７ヘクタールの

原野に青森県と埼玉県の業者が共謀し約１０９万立方

ﾒｰﾄﾙ（約１５１万トン）の産廃を不法投棄した国内最

大級の不法投棄事件はその後どうなったのでしょうか。 

この事件を契機に、平成１５年に特定産業廃棄物に

起因する支障の除去等に関する特別措置法が制定され、

都道府県等が行う原状回復事業に対し平成２５年３月

末まで国が支援することになりました。 

発覚当初、岩手側に不法投棄された廃棄物は１８８

千トンと推定されましたが、廃棄物の撤去が進む過程

で、推定廃棄物総量が３４２千トンに増加しました。 

平成２5 年１月末までに約３36 千トンの廃棄物が

撤去され、約９8 パーセントの撤去が完了しています

（今回新たに 9 千トン見つかり 9 月頃までに処理）。 

約１万２千の排出事業者が関係したと特定され、措

置命令による撤去や自主的な撤去が行われました。 

特別措置法を活用して廃棄物の撤去等を行っている

１０県において、今年度末までに原状回復事業が完了

しないため、特別措置法は１０年間延長になりました。 

平成２２年に新たに環境基準項目に追加された有害

物質「１、４―ジオキサン」が広く現場内に存在し、

環境基準値を超過する地下水が多くの井戸から検出さ

れ、それを処理しなければならず、計画を５年間延長

することになりました（青森側は、撤去は平成２５年

度に終了予定、その後水処理をするため１０年間延長）。 

原状回復には当協会の会員も大きく貢献しています。

忘れることができない事件です。 

 

 

 

【会員の方へお願い】 

会員事項に変更があった場合は、「変更届」の提出を

お願いします。様式は、協会ホームページ（会員の方

へ）からダウンロードできます。 

◆編集後記◆ 

皆様にタイムリーな情報を提供できるように頑

張ります。 

春が近づいているような気もしますが、まだまだ

寒いので体調管理には十分ご留意ください。 


